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徳島大学生の正課外活動における学び 

―「四国キャンパス元気プロジェクト」に参加して― 
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（徳島大学大学開放実践センター）

１．はじめに 

我が国では、大学のユニバーサル化が進み、学

士の質保証が問題視されるようになった。このよ

うな実情を踏まえて、2008 年 12 月の中央教育審

議会答申「学士課程の構築に向けて」の中で、学

士課程共通の学習成果に関する参考指針として、

各専攻分野を通じて培う「学士力」が提唱された
（１）。さらに、経済産業省からは、職場や地域社

会で多様な人々と仕事をしていくために必要な

基礎的な力として「社会人基礎力」が提唱されて

いる（２）。また、岡部（2010）によると、企業が

採用時の要件として重視する能力は、業界や職種

に依存しない分野横断的で汎用性の高い能力で

あるという（３）。これらに共通しているのが、「チ

ームワーク力」「自己管理力」「問題解決力」とい

った、集団の中で協力する力や主体的に問題に取

り組む力である。このような能力の養成を、専門

学部における「専門教育」のみに求めるのは少し

困難な面がある（４）。こうした現状を踏まえて我

が国の大学では、「学士力」や「社会人基礎力」

を視野に入れた初年次教育や、正課外活動支援が

行われるようになってきた。 

 

２．ＳＰＯＤにおける学生の正課外活動支援 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（Ｓ

ＰＯＤ）では、2010 年 8 月に愛媛大学で開催さ

れた「ＳＰＯＤフォーラム 2010」（以下フォーラ

ム）の中で、学生・大学院生を対象としたプログ

ラム「四国キャンパス元気プロジェクト」（以下

プロジェクト）を実施した。これは、「正課外活

動支援」をテーマに、グループワークを通して、

自校における支援策の提言をまとめ、フォーラム

参加教職員の前でプレゼンテーションを行うと

いう内容である。このワークでは、他大学の学生

と情報交換を行い、チームで協力して、提言をま

とめるため、「学士力」に挙げられているような

ソーシャルスキルが必要とされる。さらに、フォ

ーラムに参加している教職員との意見交換や交

流があり、学生にとっては、学内で活動するだけ

では得られない経験ができたと考えられる。 

本発表は、プロジェクトに参加した徳島大学生

が、当日のワークのために行った事前準備、当日

のワークの様子、プロジェクト終了後の活動につ

いて紹介することと、プロジェクトを通じて、身

につけることができた、知識やスキルについて報

告する。 

 

３．徳島大学生の活動 

プロジェクトには、徳島大学、香川大学、愛媛

大学、松山大学から、25 名の学生が参加し、こ

のうち徳島大学からは学部生 11 名が参加した。

ワークは二部形式で実施された。第一部では、他

校の学生と混成のチームを作り、それぞれの所属

校で行われている支援策について紹介すると同

時に、今後行わなけらばならない支援策について

ブレインストーミングやＫＪ法を用いてアイデ

アをまとめた。その後、セミナー形式で、全国的

な正課外活動支援の状況等について学び、第一部

の内容について、セミナー参加教職員からフィー

ドバックを受けた。第二部では、各大学ごとにチ

ームを作り、セミナーで得た知識を活かして、自

校で必要な支援かつ、実現可能な提案をまとめた

（５）。その中から、優れた提案は、フォーラムの

懇親会の冒頭でプレゼンテーションを行った。 

このプロジェクトに参加するにあたって、徳島

大学の参加学生は「ＳＰＯＤフォーラム事前準備

ワークショップ」を３回実施した。事前準備では、

徳島大学で行われている正課外活動及び、他大学
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で行われている正課外活動の内容や目的、組織に

ついて、分担して調査を行った。今回参加した

11 名は、ワークの目的に賛同して集まったメン

バーで、以前からの交流がなかったため、事前準

備は情報交換や交流の機会となった。 

さらにプロジェクトを終えた徳島大学生は、ワ

ークでまとめた企画を実現したいという志のも

と再度集まり、11 月 11 日に「真剣徳大しゃべり

場」を開催した。これは徳島大学生のキャンパス

ライフをテーマに、参加者同士が語り合う内容で、

留学生を含む徳島大学生 22 名（うち主となる企

画学生３名）と教員６名が参加した。 

 

４．「四国キャンパス元気プロジェクト」を通じ

て学生が身に付けた知識・スキル 

プロジェクトに参加した徳島大学生に対し、ワ

ークの一週間後に、活動を通して身についたと思

う力と、今後の学生支援活動への関わりについて、

アンケート調査を実施し 100％の回収率を得た。 

まず、活動を通して身についたと思う力につい

ては、｢学士力｣や「社会人基礎力」に挙げられて

いる内容をもとに 12 項目を選び、それぞれ、「○

○が身についたと思うか？」という設問に対し、

４段階で回答を求めた。その結果、そう思うと答

えた割合が最も大きかったのは、「主体性が身に

ついた」という項目であった（図１）。次いで、

他人に働きかける力や傾聴力が身についたと答

えた割合が高くなった。また、今後の学生支援活

動への関わりについては、例えば、「今回まとめ

た内容を、徳島大学において実際に実行してみた

いと思うか？」という設問には、64％の学生がそ

う思うと回答している（図２）。つまり、学生は

今回のワークに対し、主体的に関わり、参加する

ことだけで満足して終わってしまうことなく、継

続して活動をしていきたいというモチベーショ
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ンの向上につながっていることがわかる。詳細に

ついては発表の際に示す。 

 

５．考察 

「主体性が身についた」と思う学生が多いこと

について、今回のワークは他大学の学生や教職員

と意見を交わし、他者の前で、自身の考えを述べ

たり、それぞれのグループでまとめた内容につい

て、相互にコメントをするといった手法で進めら

れていた。そのため、学生は自身の考えを相手に

伝えたり、人前で発言するという経験を通して、

自分の意見を持ち、主体的に課題に取り組む態度

を身につけることができたと感じたのではない

だろうか。実際、アンケートの自由記述では、「人

前で話すこと、人と向き合って会話するコミュニ

ケーションの力を身につけることができた」との

回答が見られる。また、他人に働きかける力や、

傾聴力といった力は、チームで活動をするうえで

重要な能力である。これも、グループ作業を通し

て身についたと感じることができたのであろう。

このように自主的な徳島大学生の活動や活動を

通して身につけた知識やスキルを見ていくと、徳

島大学でも、今後「学士力」を視野に入れた学生

支援を行っていく必要性が高まってきているの

ではないかと感じられる。 
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